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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，詳細かつ広域・長期間の交通データを前提とすることで，交通ネッ
トワークと交通行動の相互作用，時間的・空間的変化を加味したアクティビティベースト交通行動モデルを開発
し，これを用いた動的交通ネットワークシステムモデルを構築することにある．交通行動モデルの構築に必要な
交通行動データの収集方法を設計したうえ、調査実施し、取得データの特性を解析した。また、動的交通ネット
ワークシステムモデルを構築のための詳細データの生成等を行い、マルチエージェント交通シミュレータを用い
た施策シナリオ検討を行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to develop a dynamic transport network model based 
on activity-based models that describe the mutual dependence of travel behavior and transport 
systems. The model relies on the wide-range and long-term transport behavior data in order to 
represent spatial-temporal variance. This study designs an observation system of detailed travel 
behavior and performed empirical surveys. Analyses with multi-agent simulation were conducted with 
detailed travel behavior data that is applicable to the proposed survey data. 

研究分野：交通工学

キーワード： 交通工学・国土計画　高度道路交通システム（ITS）　交通調査　交通シミュレーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
次世代モビリティが関連する交通計画で必要な、詳細な交通ネットワークの現象を記述するためには、長期間の
観測をシステム全体で行うことが理想的である。しかし、このような観測網構築することは現実的には非常に困
難であり、従来、時間断面・空間断面を限定した観測方法が行われている。本研究の成果は、これまで調査が難
しかった中山間地域の高齢者の交通行動や、都市での詳細な交通需要を把握したうえで、シミュレーション等に
よる定量評価が可能なフレームワークを構築したことに意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
交通ネットワークの現象を記述するためには，長期間の観測をシステム全体で行うことが理想
的である．しかし，このような観測網構築することは現実的には非常に困難であり，従来，時間
断面・空間断面を限定した観測方法が行われている．すなわち常時の定点観測（例：トラフィッ
クカウンター）と限定した日を対象とした交通調査（例：パーソントリップ調査）を行うことで，
時間的・空間的な遷移を記述し，交通計画や交通管理での実務や研究で利用される交通ネットワ
ークモデルの体系が構築されてきている．しかし，経路選択やトリップチェインなどの時間・空
間双方の相互的作用や日々の交通行動の変動を考慮する必要がある現象を，これまでの断面デ
ータにのみ基づいて記述することは難しい．一方，このような現象を記述することは，交通ネッ
トワークに対する施策を実施した際の交通需要への影響の大きさや速さを知る上では重要であ
る．近年の GPSによる移動体観測をはじめとするセンサーネットワークの発達により，交通ネ
ットワークや交通行動のデータがより長期かつ詳細に収集されつつある．交通需要の変動を相
互的作用や交通行動の実現象に基づいて分析するためには，このような継続的かつ詳細なデー
タを前提とした交通ネットワークモデルの拡張と体系化が必要と考えられる． 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，プローブカーデータなどの詳細かつ広域・長期間の交通データを前提とするこ
とで，交通ネットワークと交通行動の相互作用，時間的・空間的変化を加味したアクティビティ
ベースト交通行動モデル前提とした、動的交通ネットワークシステムの解析環境を構築するこ
とにある．具体的には，交通行動モデルの構築に必要な交通行動データの収集方法の構築及び、
動的交通ネットワークシステムの解析に必要な交通需要データの詳細化、マルチエージェント
シミュレーションの構築をそれぞれ行い、検討を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の方法により行った。 
① インタラクティブな行動調査プラットフォームの改良と実証 
② Bluetooth Low Energy(BLE)を活用した交通行動調査の設計・開発・実施 
③ マルチエージェントシミュレーションのための高精細な人口分布の作成手法構築 
④ マルチエージェントシミュレーションによる次世代モビリティ評価 
 
①では、インタラクティブな行動調査プラットフォームの改良を行い、スマートフォン端末への
実装を行った（図 1）．改良した調査プラットフォームを用いて，高知市で検証調査を実施し提
案手法の有効性を実証した． 
 

 
図 1 調査画面 
 



②では、人口が少なくデータ取得が難しい中山間地域での広域かつ長期間のシミュレーション
のためのデータ収集手法として Bluetooth Low Energy(BLE)を活用した，交通行動調査を設計・
開発し実施した．調査対象者は，常陸太田市内の 52 名を対象とし，高齢者を中心とした長期間
の交通行動調査への有効性を検討した．この上で，中山間地域における需要モデルの構築，アク
ティビティベースシミュレータを用いた施策シナリオの分析方法の検討を実施した。 
 

 

図２ 設計した調査システム概要 
 
③では、PT調査データと 500m メッシュ国勢調査データを用い，従来手法を改良した高精細な人
口分布の作成手法を検討するとともに，世帯構成分布を再現可能な新たな人口分布・属性分布推
定手法を検討した． 
④では、マルチエージェント交通シミュレーションのフレームワークである MATSim を用いた次
世代モビリティを想定したシミュレーションや、本研究で開発したマルチエージェントシミュ
レーションモデルにより、次世代モビリティに関する評価を実施した。 
 
 
４．研究成果 
３に記載した研究を実施することにより、次世代モビリティの解析に必要なマルチエージェン
トシミュレーションに関連したデータ収集手法の構築ができるとともに、今後の課題を示すこ
とができた。①では、実証実験により、提案したフレームワークでの実験実施が可能であること
が示されたが、滞在判別の精度、質問タイミングに関する改善が必要であること示された。②で
は、インタビュー調査等では観測しきれない高齢者の交通行動についてもより正確に把握でき
る可能性があることが示された（図３）反面、調査設計段階での調査機器の設置場所の設定が調
査全体に大きく影響し、今後調査計画手法について改善が必要となることが明らかになった。 
 

 
図３ BLE を使った調査とインタビュー調査の比較 
 
 
③④では、既存のパーソントリップ調査，国勢調査，経済センサスを組み合わせることで，世帯
構成，従業地，外出時間の 3つのステップからなる世帯と個人属性を考慮した社会経済属性デー
タを推定可能なことを確認した．また、属性別の割合や従業地分布，外出時間分布について，東
京都市圏という大都市圏において適用し，実測値に近い社会経済属性を付与するシミュレーシ
ョンを行うことができた（図４）．都市圏を対象としたシミュレーションでは、これらの需要デ
ータをもとに、マルチエージェントシミュレーションフレームワークである MATSim を用いて柏
の葉地区を対象として、乗合バスや TAXI ライドシェアに関するシミュレーションを実施し、施
策シナリオを評価できることを確認した。また、上記の研究成果を踏まえて、2018 年度に国際
ミニワークショップ"Big Data and Transportation Dynamics"を開催、2019 年度に国際セミナ
ー ”Emerging Mobility Systems: Theory and Data”を実施し、研究成果について議論し、課
題を国内外の研究者と共有した。 
 



 

図４ 社会経済属性を付与結果の比較 
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